
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 7 回 日本高校生パーラメンタリーディベート連盟杯 全国大会 

HPDU Competition 2018  
 主催： 一般社団法人 日本高校生パーラメンタリーディベート連盟 (HPDU of Japan) 

会場： 3 月 24 日 (土) 国際基督教大学高等学校 (International Christian University High School) 

       3 月 25 日 (日) 国立オリンピック記念青少年総合センター (National Olympics Memorial Youth Center) 

 

 
後援： 文部科学省  (Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology) 
       ブリティッシュ・カウンシル  (British Council) 

 

協賛： 公益財団法人 日本英語検定協会（Eiken Foundation of Japan）   
一般社団法人 日本英語交流連盟（The English-Speaking Union of Japan） 
有限責任 あずさ監査法人 (KPMG AZSA LLC) 
iae グローバルジャパン株式会社 ( iae GLOBAL JAPAN, Inc.)  
ANA ホールディングス株式会社（ANA HOLDINGS INC.）     

 

メディアパートナー： 読売新聞社 (THE YOMIURI SHIMBUN)    
 

協力： EduLab 株式会社 (EduLab, Inc.) , エイムネクスト株式会社 (AIMNEXT Inc.) ,   
日本フィルハーモニー交響楽団 (Japan Philharmonic Orchestra),  油井アソシエイツ株式会社 (YUI ASSOCIATES, Inc. )  

 

Schedule 

3/24(Sat) Preliminary Rounds 

3/25(Sun) Break Rounds   

 

Venue 

 

                                                 Day 1  ICU High School 
   Day 2  National Olympics Center 
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主 催 一般社団法人 日本高校生パーラメンタリーディベート連盟 (HPDU of Japan) 

後 援 文部科学省 (Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology) 

ブリティッシュ・カウンシル（British Council） 

協 賛 有限責任 あずさ監査法人 (KPMG AZSA LLC) 

公益財団法人 日本英語検定協会 (Eiken Foundation of Japan)                   

一般社団法人 日本英語交流連盟 (The English-Speaking Union of Japan)  

iae グローバルジャパン株式会社（iae GLOBAL JAPAN, Inc） 

ANA ホールディングス株式会社（ANA HOLDINGS INC.） 

メディアパートナー  読売新聞社（THE YOMIURI SHIMBUN） 

協 力 株式会社ＥｄｕＬａｂ（EduLab, Inc.） 

エイムネクスト株式会社（AIMNEXT Inc) 

公益財団法人日本フィルハーモニー交響楽団（Japan Philharmonic Orchestra） 

油井アソシエイツ株式会社（YUI ASSOCIATES, Inc） 

◆ 関係団体 – Organizers & Supporting Organizations -  
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Message from Naoji YUI 
Former President, Eiken Foundation of Japan 

公益財団法人 日本英語検定協会 元会長 油井 直次 
 

In 2016 the voting age was lowered from 20 to 18 marking a historic change in 
Japan’s electoral system. Your responsibilities have increased and your voices count more 
than ever in shaping Japan’s future. Debating skills will play an important role in helping 
you to analyze and decide which candidate or party you wish to support by carefully 
judging their arguments. You will need to think critically. Debating various kinds of motions 
will help you develop such skills. 

The Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology is including 
debating in Japanese high school English courses to nurture young people who are capable 
of actively communicating on the global stage. Studying a wide range of topics is essential 
and debating about them will undoubtedly enhance your English communication skills. We 
hope that the experiences you acquire through these debates will broaden your 
perspectives and enable you to be active members of the global community.   

 
 

Message from Sadaaki NUMATA 
Chairman, The English-Speaking Union of Japan (ESUJ) 

一般社団法人 日本英語交流連盟 会長 沼田 貞昭 
 

  When you use English on the international stage, you need to overcome the 
Japanese culture of shame that poses a psychological barrier to speaking out. Another 
factor, which has been given little attention in the English language teaching in Japan, is 
the need for “discourse”. This encompasses the abilities to organize thoughts coherently, 
express them in words, and direct an exchange in the way you would like.  

 On the basis of our experience of promoting parliamentary debate in Japan for 
the past two decades, we at ESUJ feel that parliamentary debate is a most effective means 
of meeting these two needs and fostering the skills and the mindset required on the global 
stage. We highly appreciate the association that we have developed with HPDU since its 
first debate competition in 2012, and look forward to continuing and closer collaboration 
with HPDU in our common efforts to tap the potential of future global communicators 
among high school students. 

 

◆ ご挨拶 – Greetings – 
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Message from Mark Lucas 

Director, iae GLOBAL 

iae グローバル ディレクター マーク・ルーカス 
 

On behalf of iae GLOBAL, I would like to commend and congratulate the 
organising committee of HPDU for encouraging and supporting this very special event. 
More importantly, I want to say how impressed we are with the commitment, courage and 
ability of the young Japanese school students who have worked so hard to achieve this 
level of public speaking and debate. 

At iae GLOBAL, we believe that “Education is Life and Life is Education”. The 
greatest change to the world over the past century has been the growing access to 
education for more and more of the world’s population. Now, in the 21st century, global 
communication and understanding are the building blocks to creating a safe and 
prosperous planet. The skills and knowledge gained by participating students in HPDU 
Competition will help establish the next generation of global leaders. 

Having helped more than a quarter of million young students follow their dream 
of a study abroad since 1992, iae GLOBAL is very honoured to be able to be a small part of 
this event.  Congratulations to all those students who participated and may your future 
be bright and exciting. 
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大会運営委員会 

 (HPDU 役員) 

委員長 北原 隆志  渋谷教育学園渋谷中学高等学校 教諭 

       一般社団法人日本高校生パーラメンタリーディベート連盟 理事長 

事務局長 古賀 記洋子 日本大学第一中学校・高等学校 教諭 

 委  員 宇佐美 修  栄光学園中学校・高等学校 教諭 

尾花 美代子 埼玉県立伊奈総合学園高等学校 教諭 

小林 良裕  豊島岡女子学園中学高等学校 教諭 

前田 和    埼玉県立久喜北陽高等学校 教諭 

浜野 清澄  さいたま市立浦和高等学校 教諭  

西崎 真広  桐光学園中学校・高等学校 教諭  

天海 揚介   [OBOG 代表] 埼玉県立伊奈学園総合高等学校 卒業生 

 ※日本高校生パーラメンタリーディベート連盟の役員が本大会の運営委員を兼ねます。 

 
 

顧問 

 

名誉顧問 明石 康   公益財団法人  国際文化会館 理事長 
一般社団法人 日本英語交流連盟（ＥＳＵＪ）副会長 
元国連事務次長 

 名誉顧問 沼田 貞昭    一般社団法人 日本英語交流連盟（ＥＳＵＪ）会長 

元駐カナダ大使 

 主顧問 岡田 真樹子 一般社団法人 日本英語交流連盟（ＥＳＵＪ）常務理事 
 元山梨英和大学 人間文化学部人間文化学科 教授 

 特別顧問 綾部 功      東海大学 文学部英語文化コミュニケーション学科 准教授 

 特別顧問 中川 智皓    大阪府立大学 工学研究科 機械工学分野 助教 

 
 

チーフコーチ 

 

小野 暢思  ・2014 年 ESUJ 大学対抗ディベート大会優勝、2016 年 ESUJ 社会人英語デ
ィベート大会優勝、2017 年第 20 回記念 ESUJ 英語ディベート大会優勝な
ど、国内外の各種パーラメンタリーディベート大会で優勝 25 回、ベスト
スピーカー賞 20 回受賞。 

・2015 年パーラメンタリーディベート大学生世界大会（World University 
 Debating Championship）ESL 部門 Quarter Finalist、EFL 部門 4th Best 
Speaker 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆ 大会委員名簿 – Organizing Committee -  
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 第 7 回日本高校生パーラメンタリーディベート連盟杯 

HPDU Competition 2018  

 

 

□ 趣旨 
 即興型であるパーラメンタリーディベートの試合を通して、高校生の総合的英語運用能力を

伸ばし、時事問題へ の関心、理解を深め、参加者の交流を図る。 

□ 日時・場所 
 １) 都道府県大会 2017 年 12 月 1 日（金）〜2018 年 2 月 18 日（日）  

※場所は各地域で決定し実施する 
２) 全国大会予選（40 チーム） 2018 年 3 月 24 日（土）9:00～17:00   

国際基督大学高等学校 〒184-8503 東京都小金井市東町 1－1－1  
３) 全国大会決勝トーナメント（8 チーム）2018 年 3 月 25 日（日）9:00～17:00  

オリンピック記念青少年総合センター 〒151-0052 東京都渋谷区代々木神園町 3-1 

□ 内容 
 World School’s Debating Championships(WSDC) Style（但し本大会用に修正を加えたもの）

による即興型英語ディベート大会。１チーム３名、予選３試合(２、３試合目はパワーペアリ
ング） 各チームの勝ち数と得点ポイントで、上位８チームを決め、決勝トーナメント。 

□ 参加資格 
 日本高校生パーラメンタリーディベート連盟に公式認定された各都道府県大会に参加し、出

場権を獲得した高校生(留学生、帰国生徒、外国籍の生徒も含む) 。同一校のチームの参加と
する。ただし、英会話スクールなど高等学校以外の団体は例外とする。 

□ 参加申し込み／参加費 
 連盟公式ホームページ上 (https://www.hpdu.jp/) のフォームにて申し込み受付。 

※１チームにつき 4000 円(登録チーム確定後に振込) 
※2017 年 11 月 9 日(木)19 時まで   

□ 各種教育奨励賞 
 1) あずさ監査法人賞： 

優勝チームを英国で行われるディベートキャンプ Debate Academy 2018 へ派遣 
※英国ＥＳＵ主催 2018 年 7 月 29 日(日)発～8 月 7 日（火）帰国（予定）  

2)  iae グローバルジャパン賞： 
準優勝チームを豪州シドニー工科大学語学研修に派遣 
2018 年 7 月 29 日（日）発～8 月 4 日（土） 

3) 日本英語検定協会賞： 
予選ベストスピーカー賞受賞生徒、決勝トーナメント出場校に図書カードを贈呈 

4) 日本フィルハーモニー交響楽団賞： 
上位 4 チームにコンサートチケット、または音楽 CD を贈呈 

◆ 大会概要 – Tournament Outlines -  
 

 



6 
 

 



7 
 

 

HPDU 杯優勝者教育奨励賞 

＜2018 年あずさ監査法人賞＞ 

  2018 年 HPDU 杯の優勝チームを English-Speaking Union (ESU) 主催の Debate Academy へ派

遣します。 

  ESUは 1918年に英国で設立され、英国女王エリザベス II世をパトロンとする 英国王室認可の教育

チャリティー団体です。パブリックスピーキングとパーラメンタリーディベートの指導において、最も長い歴

史と権威のある団体です。( https://www.esu.org ) 

 

               ESU Debate Academy 2018 

  ESU Debate Academy は 5 泊６日のサマーキャンプです。ロンドンから北に電車で約 70 分に位置す

る Uppingham School in Rutland （1584 年設立の伝統ある男女共学の寄宿学校）で開催されます。 

  少人数レベル別クラスでディベートの練習とディベートスキル向上トレーニングを行い、経験豊富なデ

ィベーターによるディベートトピックスのレクチャーや個別指導、フィードバックを受けます。World 

Schools format の練習も行います。 

  英国で楽しい一夏を過ごしながらディベート力を高め、世界各地から参加する高校生ディベーターと

の友好を深める絶好の機会です！ 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

※第 7 回連盟杯の副賞「海外研修」について補足 
□ 優勝校には英国 Debate Academy、準優勝校には豪州シドニー工科大学で行われる研修に生徒３名と引率者１名を派遣

する権利が進呈されます。 

□ 各研修に参加する生徒の数は３名全員でなく、１～２名でも構いません。 

□ 各研修に参加する生徒は同校の生徒で研修を受講する英語力があれば、大会で賞を獲得した選手でなくても構いません。 

□ 権利を獲得した学校は３月３１日までに、研修に参加するか、あるいは辞退するかを本連盟のメールアドレス
hpdujp@gmail.com に連絡してください。参加を表明された学校はすみやかに参加承諾書を提出していただき、４月上
旬中にパスポートの取得、現地研修への参加登録などの手続きを行っていただきます。 

□ 優勝校が辞退した場合、英国 Debate Academy の権利は準優勝校に、豪州シドニー工科大学の権利は３位になった２チ
ームのうち３月２４日の全国大会予選における総合点が高かった学校に移ります。以下同様に権利が移って行きます。 

＊渡航期間： 2018 年 7 月 29 日（日）日本発〜8 月 6 日(月) ロンド

ン発、 7 日（火）日本着 （予定） 
＊Debate Academy 期間： 7 月 30 日（月）〜8 月 4 日（土）、 8 月５

日（日）はロンドン見学 
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愛知県 愛知県立旭丘高等学校 
愛知県 東海高等学校 
愛知県 愛知県立千種高等学校 
茨城県 茨城県立水戸第一高等学校 
茨城県 茨城県立並木中等教育学校 
埼玉県 埼玉県立伊奈学園総合高等学校 
埼玉県 さいたま市立浦和高等学校 
埼玉県 埼玉県立久喜北陽高等学校 

鹿児島県 ラ・サール高等学校 
神奈川県 神奈川県立厚木高等学校 
神奈川県 桐光学園高等学校 
神奈川県 洗足学園高等学校 
神奈川県 神奈川県立相模原中等教育学校 
神奈川県 栄光学園高等学校 
神奈川県 浅野学園中学高等学校 
神奈川県 聖光学院高等学校 
神奈川県 青山学院横浜英和高等学校 
神奈川県 神奈川県立湘南高等学校 
神奈川県 慶應湘南藤沢高等学校 

京都府 立命館宇治高等学校 
静岡県 藤枝明誠中学高等学校 
千葉県 翔凜高等学校 
千葉県 千葉県立松戸国際高等学校 
千葉県 渋谷教育学園幕張高等学校 
長野県 長野県松本県ヶ丘高等学校 
長野県 長野県松本深志高等学校 
長野県 長野県屋代高等学校 
東京都 国際基督教大学高等学校 
東京都 東京都立両国高等学校 
東京都 富士見高等学校 
東京都 渋谷教育学園渋谷中学高等学校 
東京都 豊島岡女子学園高等学校 
東京都 筑波大学附属駒場高等学校 
東京都 成蹊高等学校 
東京都 東京学芸大学附属高等学校 
栃木県 栃木県立佐野高等学校 
栃木県 栃木県立宇都宮東高等学校 
栃木県 栃木県立大田原高等学校 
栃木県 栃木県立宇都宮高等学校 
栃木県 栃木県立宇都宮女子高等学校 

                   ― 以上 40 校 
   

◆ 出場校・団体 – Participating Schools – 
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3 月 24 日(土)  第１日目（予選） 
9:00 受付 

Reception  
9:30 開会式 

Opening Ceremony 
10:00 第 1 試合の対戦表・論題発表（準備時間 20 分） 

Match up & Motion Announcement  
10:20 第 1 試合開始 （試合後ジャッジによる説明） 

Preliminary Round 1 & Oral Adjudication  
11:30 昼食 Lunch Break  
13:00 第 2 試合の対戦表・論題発表（準備時間 20 分） 

Match up & Motion Announcement  
13:20 第 2 試合開始 （試合後ジャッジによる説明） 

Preliminary Round 2 & Oral Adjudication  
15:00 第 3 試合の対戦表・論題発表（準備時間 20 分） 

Match up & Motion Announcement        
15:20 第 3 試合開始 (試合後ジャッジによる説明はなし） 

Preliminary Round 3  
16:30 決勝トーナメント進出チーム発表 

Announcement of Breaking Teams  
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 月２5 日(日)  第２日目（決勝トーナメント） 
9:00 受付 

Reception 
9:20 準々決勝 対戦表・論題発表 （準備時間 25 分） 

Match up for Quarterfinals & Motion Announcement  
9:45 準々決勝 試合開始 

Quarter finals  
11:00 準決勝 対戦表・論題発表 (準備時間 25 分) 

Match up for Semifinals & Motion Announcement  
11:25 準決勝 試合開始 

Semifinals  
12:10 昼食 Lunch Break  
13:35 決勝 対戦表・論題発表 （準備時間 25 分） 

Match up for Final & Motion Announcement  
14:00 決勝 試合開始 

Final  
15:00 閉会式・表彰 

Closing Ceremony  

◆ 大会日程 – Tournament Schedule –  
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[参加人数]  6 人 (1 チーム 3 人 × 2 チーム)  
 

【話す順番と役割】 

Government Side Opposition Side 
 

準備時間 
（論題発表から試合開始まで*20 分 / 決勝トーナメントでは 25 分） 

 
Constructive Speech (各 5 分 / 決勝のみ各 7 分) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Reply Speech (各 4 分) 
  

 
 
 
 

 

◆ Prime Minister (PM)   
(1) 論題を確認し曖昧な語を定義し、何を政 

府側が立証するか説明 
(2) 論題を肯定する大まかな理由の提示  
(3) 試合で自分とメンバーとそれぞれ何を説

明するか、アウトラインの提示 
(4) 政府側の根拠を複数の議論に分け説明 

 
 
 

◆ Leader of the Opposition(LO) 
(1) PM の定義を確認し必要があれば再定義

して野党側が何を否定するか説明 
(2) いかなる理由から論題を否定するか、大

まかに説明 
(3) 試合で、自分とメンバーが何を説明する

か、アウトラインを示します。 
(4) 政府側の出した議論に対して反論 
(5) 野党側の根拠を、複数の議論に分け説明 
 

◆ Deputy PM (DPM)  
(1) 野党側との立場の違いを大まかに説明 
(2) 野党側の議論に対して反論 
(3) 政府側の新しい議論を導入 
(4) 野党側による反論に対して立て直し  

◆ Deputy LO (DLO) 
(1) 政府側との立場の違いを大まかに説明 
(2) 政府側の議論に対して反論 
(3) 野党側の新しい議論を導入 
(4) 肯定側による反論に対して立て直し ◆ Government Whip (GW) 

(1) 試合を総括する観点の導入 
(2) 野党側の議論全てに対し反論 
(3) 反論された議論を全て立て直し 
 
 
 

◆ Opposition Whip (OW) 
(1) 試合を総括する観点の導入 
(2) 肯定側の議論全てに反論 
(3) 反論された議論を立て直し 

◆ 試合形式 – Debate Format –  
 

◆ Opposition Reply  
(1) 試合を総括する観点の導入 
(2) 野党側が試合に勝った理由の説明 
 

◆ Government Reply  
(1) 試合を総括する観点の導入 
(2) 与党側が試合に勝った理由の説明 
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以下は大会ルールの要旨です。ルールに関して判断が必要な場合は、大会運営委員長が最
終的な判断を行います。 
 
 

[出場登録について] 
・同じ高校に在籍する生徒 3 名で 1 チームの登録となります。各試合ごとに、チーム内でのスピー

チ役割は変更しても構いません。 
・日本の高校に在籍している限り、海外経験や国籍などによる本大会への出場制限はありません。 
[対戦組み合わせについて] 
・第 1 試合の対戦組み合わせは事前にランダムで決められています。予選 2 試合目、3 試合目はパ

ワーペアリングによって決められます。 
・予選 3 試合の勝敗数、そして勝敗数が同じチーム間ではスピーカーズ・スコアの総得点で、予選

の順位を決定します。勝敗数、スピーカーズスコアの総得点が同じであったチームがあった場合、
対戦チームとのスピーカーズスコア総得点の点差が、累計でより大きかったチームを上位チーム
とします。 

・上位 8 チームが決勝トーナメントに進出し、準々決勝では予選の成績が良かった順に 1～8 の番号
を振り、以下の通りで対戦を行います。 
   [準々決勝 A]  team 1 対 team 8     [準々決勝 B]  team 2 対 team 7 

      [準々決勝 C]  team 3 対 team 6     [準々決勝 D]  team 4 対 team 5   
[試合開始前の準備時間について]  
・論題は、予選では試合開始の 20 分前に発表されます。論題発表後以降は、ディベーターはチーム

メイト以外と相談してはいけません（顧問とも相談してはいけません）。決勝トーナメントでは、
準備時間は 25 分です。 

・高価な道具を用意できたかどうかによって勝敗が左右されることがないように、論題発表以降は、
ストップウオッチ、電子辞書専用機を除いた電子機器の使用は許されません。携帯電話やタブレ
ット端末をストップウオッチの代わりに用いることも禁じます。 

 

【スピーチの順番および時間（予選試合）】 *決勝の試合のみ Constructive Speech を各 7 分とします。 

準備時間 20 分 

1) 1st Affirmative Speaker  (5 分)  

 2) 1st Negative Speaker  (5 分) 

3) 2nd Affirmative Speaker  (5 分)  

 4) 2nd Negative Speaker  (5 分)  

5) Government Whip (5 分)  

 6) Opposition Whip (5 分) 

 7) Opposition Reply (4 分) 

8) Government Reply (4 分)   

◆ 大会ルール – Tournament Rules –  
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 [試合の流れ]  
・予選試合では、最初の 6 つのスピーチ(Constructive Speech)は各 5 分間、そして Reply speech

は 4 分間となります。 
・各 Constructive Speech の最初と最後の 30 秒間を除いた時間では、対戦相手のチームは Point of 

Information(POI)を行うことが出来ます。POI がスピーカーから許可された場合、最長で 15 秒
だけ話すことが出来ます。POI を求める際には、まず必ず起立してください。 

・ Reply Speech は、チームの 1 人目または、2 人目のスピーカーのいずれかが行います。Whip 
Speaker が Reply speech を行うことは出来ません。 

・あるスピーカーが、与えられた時間よりも短くスピーチを終えた場合は、時間の経過を待つこと
なく次のスピーカーのスピーチに移ります。あるスピーカーが 30 秒以上超過してスピーチを続け
た場合、ジャッジが強制的にスピーチを終了させます。 

 

[スピーカーの役割] 
・各チーム最初の 2 人のスピーカーは、それぞれ肯定または否定側の議論を示し、また相手チーム

の議論に最低限の反論をします。 
・3 人目の Whip speaker は、主に相手チームの議論への反論、そして反論された内容を受けての

議論の立て直しを行います。 
・Reply Speech では、どうして自分たちのチームがその試合で勝利したのか、いくつかの争点に絞

って説明を行います。 
 

[勝敗について] 
・各試合では、勝敗と各スピーカーの個人得点が決められます。Constructive Speech では、75 を

基準に上下 8 点の幅で各スピーチに得点が与えられます。Reply speech では、37.5 を基準に上
下 4 点の幅で得点が与えられます。 

・予選第 1 試合、第 2 試合ではジャッジが試合終了後に口頭で試合の勝敗とその理由を説明します。 
 

Constructive Speeches (out of 100)             Reply Speeches (out of 50) 

 

 

 

Standard 
 

Overall 

 Excellent  82-83 

Good 79-81 

Above Average 76-78 

Average 75 

Below Average 72-74 

Poor 69-71 

Extremely Poor 

 
67-68 

 

Standard 
 

Overall 

 Excellent 41 – 41.5 

 Good 39.5 – 40.5 

Above Average 38 – 39 

Average 37.5 

Below Average 36 – 37 

Poor 34.5 – 35.5 

Extremely Poor 33.5 – 34 
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 第 1 回大会 (2012 年 3 月 18 日)  会場： 埼玉県立伊奈学園総合高校                                   
優勝： 京都紫野高校   準優勝: さいたま市立浦和高校 
論題：  

 
 

 
 
 

第 2 回大会 (2013 年 3 月 23、24 日)  会場：渋谷教育学園渋谷中学高等学校                      
 優勝： 宇都宮高校     準優勝: さいたま市立浦和高校 

論題：  

 
 
 
 
 
 
     

第 3 回大会 (2014 年 3 月 21、22 日)  会場：代々木オリンピックセンター                      
 優勝： 国際基督教大学高校     準優勝: 渋谷教育学園渋谷高校 

論題：  

 
 
 
 
 
 
 
    

第 4 回大会 (2015 年 3 月 14、15 日)  会場：代々木オリンピックセンター                          
 優勝： 渋谷教育学園渋谷高校     準優勝: 宇都宮高校 

 

 

 

 

 

 

 
 

Round 1 This house believes that students in elementary schools and junior high schools should be 
required to repeat a grade if their class performance is poor. 

Round 2 This house would make voting at elections compulsory. 
GF This house would ban fortune-telling businesses. 

Round 1 This house would allow gifted students to skip grades in schools. 
Round 2 This house would ban experiments on animals. 
Round 3 This house believes that using the Internet in political election 

campaigns will do more harm than good. 
QF This house would use quotas to increase the representation of women in the Japanese 

parliament.  
SF This house would penalize media companies that broadcast the use of physical abuse 

( such as beating or kicking someone ) as a form of humor. 
GF This house believes that the US federal government should ban the private use of 

firearms. 

Round 1 This House believes that parents should have the right to access all accounts of their 
children's social networking sites. 

Round 2 This House would apply the retirement age to politicians. 
Round 3 This House believes that the Tokyo Olympics venue should include the 

Tohoku/Fukushima area. 
QF This House would deny those who have made poor lifestyle choices and actively harmed 

themselves (fatty food, alcohol, smoking) the access to the national health insurance. 
SF This House believes that research institutions that actively employ female scientists 

should be given more research funding by the government. 
GF This House believes that Japan should not impose any sanctions on Russia regarding the 

Crimea issue. 

Round 1 This house would require all Internet users to use their real names. 
Round 2 This house believes that gambling of all forms (e.g. lotteries, horse racing, or casinos) 

should be illegal. 
Round 3 This house believes that governments should refuse to assist in rebuilding areas prone to 

natural disasters. 
QF This house would abolish death penalty. 
SF This house would provide welfare in the form of basic goods and services, rather than 

cash payments.  
GF This house believes that governments should negotiate with terrorists when their citizens 

are taken hostage by terrorist groups.   

◆ 過去の大会の記録 – Results–  
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第 5 回大会 (2016 年 3 月 12、13 日)  会場：代々木オリンピックセンター                      
 優勝： 宇都宮高校     準優勝: 洗足学園高校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6 回大会 (2017 年 3 月 19、20 日)  会場：さいたま市立浦和高等学校                     
 優勝： 宇都宮高校     準優勝: 筑波大学付属駒場高校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Round 1 This house would require broadcasters to devote equal time and prominence to coverage 
of female sports games as male sports games. 

Round 2 This house would pay all elected politicians the median wage in their electoral district. 
Round 3 This house would allow prisoners to donate their organs in exchange for shortening of 

their sentences.   
QF This house believes that, upon request by the authority, smart phone companies should 

be forced to unlock their products used by criminals.    
SF This house believes that the EU should abandon its commitment to the principle of open 

borders between member states.  
GF This house believes that democratic countries should not attend sporting events in 

countries with bad human rights records.    

Round 1 This house would ban alcohol. 
Round 2 This house would abolish escalator system in schools (such as Keio, Waseda). 
Round 3 This house would legalize organ transplant for profit.   

QF This house believes that US military bases should be removed from Japan. 
SF This house would abolish all laws restricting free speech. 
GF This house prefers a world without marriage. 
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◆ 第 8 回 HPDU 杯(2019 年 3 月開催)の登録方法   
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 ■第 8 回連盟杯の参加登録についての補足 

 

 
 
 
 
 

[大会期間中の写真・動画撮影に関してのお願い] 

・試合の撮影は、引率者および保護者の方にのみ許可いたします。ただし、他校の生徒を撮

影する場合は、必ず本人及び引率者の許可を得て下さい。 

・HPDUの記録担当が撮影したものに関しては、後日、HPDUのホームページ、後援・共催・

協力団体への報告書、HPDUについての説明会や講演で使用することがあります。ご了承く

ださい。 

 ・大会の様子は読売新聞が取材し、同社の媒体で紹介される予定です。写真撮影も行います

ので、ご了承ください。 
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HPDU 杯都道府県大会 
推奨論題リスト 

 
THW allow gifted students to skip grades in schools.  
THW stop teaching English in elementary schools.  
THBT teachers’ salaries should be based on students’ academic performance.  
THBT schools should ban animal dissection.  
THBT it is better for high school students to have a part-time job.  
THW introduce a fat tax on junk foods.  
THW ban tobacco.  
THW ban cosmetic surgery.  
THW ban children from becoming professional models. 
THBT watching movies at home is better than watching movies at the theater.   
THBT television does more harm than good.  
THW ban violent video games.  
THW ban combat sports.  
THBT the use of animals for public entertainment should be banned.  
THW make voting compulsory.  
THBT the prime minister of Japan should be directly elected by citizens’ vote.  
THW abolish the House of Councilors.  
THW introduce mandatory retirement age for politicians.  
THW set quotas for women in the Diet.  
THW require all Internet users to use their real names.  
THW restrict advertising aimed at children.  
THBT criminals trials should be broadcasted on TV.  
THW abolish death penalty.  
THBT torture is justified for national security.  
THBT all violent juvenile offenders should be treated as adults in the criminal justice system.  
THBT governments should never pay ransom to save hostage.  
THW introduce conscription.  
THW legalize active euthanasia.  
THW legalize selling organs.  
THW ban abortion.   
THW abolish zoos.  
THW ban whaling.  
THW legalize genetically modified foods.  
THW ban animal experiments.  
THBT Japan should introduce the carbon tax. 
THBT Japan should stop using nuclear power plants.  
THBT Japan should remove import restrictions on farm products.   
THW raise the consumption tax.  
THW set a maximum limit on salaries. 
THW stop sending humans into space.  
THBT Japan should make English the second official language. 



26 
 

■ 新緑杯のディベート形式 (North American Style の細部を変更したもの)                                   
Reply Speech という両チームのスピーチ内容を比較して、どうして自分たちのチームの方が
より優れていたのか、勝敗の理由を説明するスピーチを含んだ形式です： 
 
【話す順番と役割】 

Government Side Opposition Side 
 

準備時間（論題発表から試合開始まで 15～20 分間） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ・スピーチ時間は、(1)～(4)までは 5～7 分の間に終えます。(5)と(6)だけ 3～4 分間以内。 
  ・早くスピーチを終えた場合、持ち時間の経過を待たず次のスピーカーに移ります。 

・Point of Information は、(1)～(4)まで最初と最後の１分間以外可能。Reply では不可。 
・準備時間は、論題が提示されてから 15 分～20 分間の間。 
・論題は、そのまま試合の出来る具体的なものを用います。 
・Reply Speech を行う順番は、Opposition からです。また、Reply Speech は 3 人目が行うか、それぞれ

のチームで、1 人目と 2 人目のスピーカーのどちらが行っても構いません。 

 
 
 
 

(1) Prime Minister (PM)  
 ・New Argument １～2 つ程度  
 
 
 
 
 

(2) Leader of the Opposition (LO) 
 ・Refutation  
・New Argument １～2 つ程度  

(3) Member of the Government (MG) 
・Refutation  
・Reconstruction  

 ・New Argument 1 つ程度  
 
 

(4) Member of the Opposition (MO) 
 ・Refutation  
・Reconstruction 
・New Argument 1 つ程度  

(6) Government Reply 
・Refutation (MO の出した議論だけ) 
・Issue について両チームの比較 
 
 
 

 
 

(5) Opposition Reply 
・Issue について両チームの比較  
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◆ Point of Information について 

パーラメンタリーディベートでの質問は、Point of Information と呼ばれます(POI、ピーオーアイ
またはポイと略称します)。POI の手順は以下の通りです： 
 

1) 質問をしたい人はまず席から立ち「Point」と言って、質問をする許可を求めます。 
2) スピーチをしている人は、「Yes, Please」と言って許可をするか、「No thank you」 また

は「Later, please (あとで)」と言って断ってください。 
3) POI では、質問は 15 秒以内に終えないといけません。 
4) POI に対して、もちろん答えることがスピーカーには期待されます。 
5) 一回断られたら、15 秒～30 秒ぐらい間を置いてから再び試みて下さい。 
  

以下にまとめられたように POI は単なる質問ではなく相手の議論の弱点を指摘するものです。 
 
■ POI で指摘するべきポイント 

 

■ POI 用表現集  

 
 
 

 
◇ 因果関係の飛躍を指摘する。 

・ You said A leads to B. However, is that just your imagi   
 
◇ 根拠のないただの意見を指摘する。 

・ You said ～, but that is just your opinion.   
 
◇ 反証を述べる。 
  ・ You said ～ ,  but <反証となる例> . What do you think? 

 
◇ POI を求める 

・Point of information! / Point! 
 
◇ POI を受ける・断る 

・Yes, please / Go ahead  
・ No thank you / Please take your seat / Later please / I will take your point later. 

 
◇ POI の内容に対応する 

・ Thank you for your point, but it is not [ relevant / true / important] because 〜 
・ However, what you have said is not [ relevant / true / important] because 〜 
・ Thank you for your question. Thatʼs exactly what I am going to tell you now. 
・ So, let me go back to my speech. (POI の内容から元のスピーチ内容に戻るときの表現) 
・ I will explain it later in my speech.（何と言い返したらよいか思いつかなかったら、とりあえず

こう言って流して下さい。残念ですが、沈黙してしまうよりはましです） 

 

  
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一般社団法人 
日本高校生パーラメンタリーディベート連盟 

https://www.hpdu.jp/ 
https://www.facebook.com/hpdujpn/ 
https://twitter.com/hpdu_debate  [大会の速報・告知用] 

[大会中の写真・動画撮影に関してのお願い] 
・試合の撮影は、引率者および保護者の方にのみ許可い

たします。ただし、他校の生徒を撮影する場合は、必
ず本人及び引率者の許可を得て下さい。 

・HPDUの記録担当が撮影したものに関しては、後日、
HPDUのホームページ、後援・共催・協力団体への報告
書、HPDUについての説明会や講演で使用することがあり
ます。ご了承ください。 

 ・大会の様子は読売新聞が取材し、同社の媒体で紹介される
予定です。写真撮影も行いますので、ご了承ください。 

 




